
(57)【要約】

【課題】不良率を低減できるゲート駆動回路と、そのリ

ペア方法及びそれを用いる液晶表示装置を提供する。

【解決手段】本発明は、それぞれスタート入力端子に接

続された入力配線と出力端子に接続された出力配線とを

含み入力配線を経由して入力を受けたスタート信号をシ

フトさせ出力配線を通じて出力する複数のステージ、こ

れと同一な回路構成を有し複数のステージと共に同一な

基板上に形成されるダミーステージ、ｋ番目のステージ

の入力配線とダミーステージの出力配線とを接続できる

第１ダミー配線、ｋ番目のステージの入力配線とダミー

ステージの入力配線とを接続できる第２ダミー配線、ダ

ミーステージの出力配線とｋ＋１番目のステージの入力

配線とを接続できる第３ダミー配線を備え、複数のステ

ージの入力配線のそれぞれは、その前段のステージの出

力配線に接続され、複数のステージ、ダミーステージ及

びダミー配線は同一な基板上に形成されている。

【選択図】図５
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 そ れ ぞ れ ス タ ー ト 入 力 端 子 に 接 続 さ れ た 入 力 配 線 と 、 出 力 端 子 に 接 続 さ れ た 出 力 配 線 と
を 含 み 、 前 記 入 力 配 線 を 経 由 し て 入 力 を 受 け た ス タ ー ト 信 号 を シ フ ト さ せ 、 前 記 出 力 配 線
を 通 じ て 出 力 す る 複 数 の ス テ ー ジ と 、
　 前 記 複 数 の ス テ ー ジ と 同 一 な 回 路 構 成 を 有 し 、 前 記 複 数 の ス テ ー ジ と 共 に 同 一 な 基 板 上
に 形 成 さ れ て い る ダ ミ ー ス テ ー ジ と 、
　 前 記 複 数 の ス テ ー ジ の う ち 、 ｋ 番 目 の ス テ ー ジ の 出 力 配 線 及 び 前 記 ダ ミ ー ス テ ー ジ の 出
力 配 線 に 接 続 で き る 第 １ ダ ミ ー 配 線 と 、
　 前 記 ｋ 番 目 の ス テ ー ジ の 入 力 配 線 及 び 前 記 ダ ミ ー ス テ ー ジ の 入 力 配 線 に 接 続 で き る 第 ２
ダ ミ ー 配 線 と を 備 え 、
　 前 記 複 数 の ス テ ー ジ の 入 力 配 線 の そ れ ぞ れ は 、 そ の 前 段 の ス テ ー ジ の 出 力 配 線 に 接 続 さ
れ 、 前 記 複 数 の ス テ ー ジ 、 前 記 ダ ミ ー ス テ ー ジ 及 び 前 記 ダ ミ ー 配 線 は 同 一 な 基 板 上 に 形 成
さ れ る こ と を 特 徴 と す る ゲ ー ト 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 ２ 】
　 レ ー ザ 照 射 に よ り 、 前 記 ｋ 番 目 の ス テ ー ジ の 出 力 配 線 と 前 記 ｋ ＋ １ 番 目 の ス テ ー ジ の 入
力 配 線 と の 交 差 点 と 、 前 記 ｋ 番 目 の ス テ ー ジ の 出 力 端 子 と の 間 が 断 線 さ れ る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ に 記 載 の ゲ ー ト 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ ダ ミ ー 配 線 は 、 少 な く と も 一 部 が 絶 縁 層 を 介 し て 前 記 ダ ミ ー ス テ ー ジ の 出 力 配
線 と 前 記 複 数 の ス テ ー ジ の そ れ ぞ れ の 出 力 配 線 と に 重 畳 さ れ 、 レ ー ザ 照 射 に よ り 、 前 記 ダ
ミ ー ス テ ー ジ の 出 力 配 線 と 前 記 ｋ 番 目 の ス テ ー ジ の 出 力 配 線 と を 電 気 的 に 接 続 さ せ る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ゲ ー ト 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 ２ ダ ミ ー 配 線 は 、 少 な く と も 一 部 が 前 記 絶 縁 層 を 介 し て 前 記 ダ ミ ー ス テ ー ジ の 入
力 配 線 と 前 記 複 数 の ス テ ー ジ の そ れ ぞ れ の 入 力 配 線 と に 重 畳 さ れ 、 レ ー ザ 照 射 に よ り 、 前
記 ダ ミ ー ス テ ー ジ の 入 力 配 線 と 前 記 ｋ 番 目 の ス テ ー ジ の 入 力 配 線 と を 電 気 的 に 接 続 さ せ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ゲ ー ト 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 ダ ミ ー ス テ ー ジ の 出 力 配 線 と 、 前 記 複 数 の ス テ ー ジ の う ち ｋ ＋ １ 番 目 の ス テ ー ジ の
入 力 配 線 と を 接 続 で き る 第 ３ ダ ミ ー 配 線 を 更 に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し 請
求 項 4の う ち 何 れ か １ 項 に 記 載 の ゲ ー ト 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 ３ ダ ミ ー 配 線 は 、 少 な く と も 一 部 が 前 記 絶 縁 層 を 介 し て 前 記 ダ ミ ー ス テ ー ジ の 出
力 配 線 と 前 記 複 数 の ス テ ー ジ の そ れ ぞ れ の 入 力 配 線 と に 重 畳 さ れ 、 レ ー ザ 照 射 に よ り 、 前
記 ダ ミ ー ス テ ー ジ の 出 力 配 線 と 前 記 ｋ ＋ １ 番 目 の ス テ ー ジ の 入 力 配 線 と を 電 気 的 に 接 続 さ
せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の ゲ ー ト 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 ダ ミ ー ス テ ー ジ の 出 力 配 線 に 接 続 さ れ た 第 １ 配 線 と 、 前 記 ｋ ＋ １ 番 目 の ス テ ー ジ の
入 力 配 線 に 接 続 さ れ た 第 ２ 配 線 と を 更 に 備 え 、 前 記 第 ３ ダ ミ ー 配 線 は 、 少 な く と も 一 部 が
前 記 絶 縁 層 を 介 し て 前 記 第 １ 配 線 と 前 記 第 ２ 配 線 と に 重 畳 さ れ 、 レ ー ザ 照 射 に よ り 、 前 記
第 １ 配 線 及 び 前 記 第 ２ 配 線 に 電 気 的 に 接 続 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の ゲ ー
ト 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 ８ 】
　 そ れ ぞ れ ス タ ー ト 入 力 端 子 に 接 続 さ れ た 入 力 配 線 と 、 出 力 端 子 に 接 続 さ れ た 出 力 配 線 と
を 含 み 、 前 記 入 力 配 線 を 経 由 し て 入 力 を 受 け た ス タ ー ト 信 号 を シ フ ト さ せ 、 前 記 出 力 配 線
を 通 じ て 出 力 す る 複 数 の ス テ ー ジ と 、
　 前 記 複 数 の ス テ ー ジ と 同 一 な 回 路 構 成 を 有 し 、 前 記 複 数 の ス テ ー ジ と 共 に 同 一 な 基 板 上
に 形 成 さ れ て い る ダ ミ ー ス テ ー ジ と 、
　 前 記 複 数 の ス テ ー ジ の う ち ｋ 番 目 の ス テ ー ジ の 出 力 配 線 と 前 記 ダ ミ ー ス テ ー ジ の 出 力 配
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線 と を 接 続 で き る 第 １ ダ ミ ー 配 線 と 、
　 前 記 ｋ 番 目 の ス テ ー ジ の 入 力 配 線 と 前 記 ダ ミ ー ス テ ー ジ の 入 力 配 線 と を 接 続 で き る 第 ２
ダ ミ ー 配 線 と を 備 え 、
　 前 記 複 数 の ス テ ー ジ の 入 力 配 線 の そ れ ぞ れ は 、 そ の 前 段 の ス テ ー ジ の 出 力 配 線 に 接 続 さ
れ 、 前 記 複 数 の ス テ ー ジ 、 前 記 ダ ミ ー ス テ ー ジ 及 び 前 記 第 １ 及 び 第 ２ ダ ミ ー 配 線 は 同 一 な
基 板 上 に 形 成 さ れ て い る ゲ ー ト 駆 動 回 路 で 、 前 記 ゲ ー ト 駆 動 回 路 を リ ペ ア す る 方 法 に お い
て 、
　 前 記 ダ ミ ー ス テ ー ジ の 出 力 配 線 と 前 記 第 １ ダ ミ ー 配 線 と を 電 気 的 に 接 続 さ せ る 段 階 と 、
　 前 記 第 １ ダ ミ ー 配 線 と 前 記 複 数 の ス テ ー ジ の う ち ｋ 番 目 の ス テ ー ジ の 出 力 配 線 と を 電 気
的 に 接 続 さ せ る 段 階 と 、
　 前 記 ダ ミ ー ス テ ー ジ の 入 力 配 線 と 前 記 第 ２ ダ ミ ー 配 線 と を 電 気 的 に 接 続 さ せ る 段 階 と 、
　 前 記 第 ２ ダ ミ ー 配 線 と 前 記 複 数 の ス テ ー ジ の う ち ｋ 番 目 の ス テ ー ジ の 入 力 配 線 と を 電 気
的 に 接 続 さ せ る 段 階 と 、
　 を 含 む こ と を 特 徴 と す る ゲ ー ト 駆 動 回 路 の リ ペ ア 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 ゲ ー ト 駆 動 回 路 は 、 前 記 ダ ミ ー ス テ ー ジ の 出 力 配 線 と 、 前 記 複 数 の ス テ ー ジ の う ち
ｋ ＋ １ 番 目 の ス テ ー ジ の 入 力 配 線 と を 接 続 で き る 第 ３ ダ ミ ー 配 線 と を 備 え 、
　 前 記 ダ ミ ー ス テ ー ジ の 出 力 端 子 と 前 記 第 ３ ダ ミ ー 配 線 と を 電 気 的 に 接 続 さ せ る 段 階 と 、
　 前 記 第 ３ ダ ミ ー 配 線 と 、 前 記 複 数 の ス テ ー ジ の う ち ｋ ＋ １ 番 目 の ス テ ー ジ の 入 力 配 線 と
を 電 気 的 に 接 続 さ せ る 段 階 と 、
　 を さ ら に 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の ゲ ー ト 駆 動 回 路 の リ ペ ア 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 ｋ 番 目 の ス テ ー ジ の 出 力 配 線 と 前 記 ｋ ＋ １ 番 目 の ス テ ー ジ の 入 力 配 線 と の 交 差 点 と
、 前 記 ｋ 番 目 の ス テ ー ジ の 出 力 端 子 と の 間 を 断 線 さ せ る 段 階 と を さ ら に 含 む こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 ８ に 記 載 の ゲ ー ト 駆 動 回 路 の リ ペ ア 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 相 互 交 差 す る 複 数 の ゲ ー ト ラ イ ン 及 び 複 数 の デ ー タ ラ イ ン と 、
　 前 記 ゲ ー ト ラ イ ン と デ ー タ ラ イ ン と の 交 差 部 に 形 成 さ れ た 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ と 、
　 そ れ ぞ れ ス タ ー ト 入 力 端 子 に 接 続 さ れ た 入 力 配 線 と 出 力 端 子 に 接 続 さ れ た 出 力 配 線 と を
含 み 、 前 記 入 力 配 線 を 経 由 し て 入 力 を 受 け た ス タ ー ト 信 号 を シ フ ト さ せ 、 前 記 出 力 配 線 を
通 じ て 出 力 す る 複 数 の ス テ ー ジ と 、 前 記 複 数 の ス テ ー ジ と 同 一 な 回 路 構 成 を 有 し 、 前 記 複
数 の ス テ ー ジ と 共 に 同 一 な 基 板 上 に 形 成 さ れ る ダ ミ ー ス テ ー ジ と 、 前 記 複 数 の ス テ ー ジ の
う ち ｋ 番 目 の ス テ ー ジ の 出 力 配 線 と 前 記 ダ ミ ー ス テ ー ジ の 出 力 配 線 と を 接 続 で き る 第 １ ダ
ミ ー 配 線 と 、 前 記 ｋ 番 目 の ス テ ー ジ の 入 力 配 線 と 前 記 ダ ミ ー ス テ ー ジ の 入 力 配 線 と を 接 続
で き る 第 ２ ダ ミ ー 配 線 と を 含 み 、 前 記 複 数 の ス テ ー ジ の 入 力 配 線 の そ れ ぞ れ は 、 そ の 前 段
の ス テ ー ジ の 出 力 配 線 に 接 続 さ れ 、 前 記 ゲ ー ト ラ イ ン に ス キ ャ ン パ ル ス を 供 給 す る ゲ ー ト
駆 動 回 路 と 、
　 前 記 デ ー タ ラ イ ン に デ ー タ 電 圧 を 供 給 す る デ ー タ 駆 動 回 路 と を 備 え 、
　 前 記 ゲ ー ト 駆 動 回 路 は 、 前 記 複 数 の ス テ ー ジ 、 前 記 ダ ミ ー ス テ ー ジ 及 び 前 記 第 １ 及 び 第
２ ダ ミ ー 配 線 が 同 一 な 基 板 上 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 レ ー ザ 照 射 に よ り 、 前 記 ｋ 番 目 の ス テ ー ジ の 出 力 配 線 と 前 記 ｋ ＋ １ 番 目 の ス テ ー ジ の 入
力 配 線 と の 交 差 点 と 、 前 記 ｋ 番 目 の ス テ ー ジ の 出 力 端 子 と の 間 が 断 線 さ れ る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 第 １ ダ ミ ー 配 線 は 、 少 な く と も 一 部 が 前 記 絶 縁 層 を 介 し て 前 記 ダ ミ ー ス テ ー ジ の 出
力 配 線 と 前 記 複 数 の ス テ ー ジ の そ れ ぞ れ の 出 力 配 線 と に 重 畳 さ れ 、 レ ー ザ 照 射 に よ り 、 前
記 ダ ミ ー ス テ ー ジ の 出 力 配 線 と 前 記 ｋ 番 目 の ス テ ー ジ の 出 力 配 線 と を 電 気 的 に 接 続 さ せ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
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　 前 記 第 ２ ダ ミ ー 配 線 は 、 少 な く と も 一 部 が 前 記 絶 縁 層 を 介 し て 前 記 ダ ミ ー ス テ ー ジ の 入
力 配 線 と 前 記 複 数 の ス テ ー ジ の そ れ ぞ れ の 入 力 配 線 と に 重 畳 さ れ 、 レ ー ザ 照 射 に よ り 、 前
記 ダ ミ ー ス テ ー ジ の 入 力 配 線 と 前 記 ｋ 番 目 の ス テ ー ジ の 入 力 配 線 と を 電 気 的 に 接 続 さ せ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 ダ ミ ー ス テ ー ジ の 出 力 配 線 と 、 前 記 複 数 の ス テ ー ジ の う ち ｋ ＋ １ 番 目 の ス テ ー ジ の
入 力 配 線 と を 接 続 で き る 第 ３ ダ ミ ー 配 線 と を さ ら に 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ な い
し 請 求 項 １ ４ の う ち 何 れ か １ 項 に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 第 ３ ダ ミ ー 配 線 は 、 少 な く と も 一 部 が 前 記 絶 縁 層 を 介 し て 前 記 ダ ミ ー ス テ ー ジ の 出
力 配 線 と 前 記 複 数 の ス テ ー ジ の そ れ ぞ れ の 入 力 配 線 と に 重 畳 さ れ 、 レ ー ザ 照 射 に よ り 、 前
記 ダ ミ ー ス テ ー ジ の 出 力 配 線 と 前 記 ｋ ＋ １ 番 目 の ス テ ー ジ の 入 力 配 線 と を 電 気 的 に 接 続 さ
せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 ダ ミ ー ス テ ー ジ の 出 力 配 線 に 接 続 さ れ た 第 １ 配 線 と 、 前 記 ｋ ＋ １ 番 目 の ス テ ー ジ の
入 力 配 線 に 接 続 さ れ た 第 ２ 配 線 と を 更 に 備 え 、 前 記 第 ３ ダ ミ ー 配 線 は 、 少 な く と も 一 部 が
前 記 絶 縁 層 を 介 し て 前 記 第 １ 配 線 と 前 記 第 ２ 配 線 と に 重 畳 さ れ 、 レ ー ザ 照 射 に よ り 、 前 記
第 １ 配 線 及 び 前 記 第 ２ 配 線 に 電 気 的 に 接 続 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 液
晶 表 示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 液 晶 表 示 装 置 に 関 し 、 特 に 、 不 良 率 を 低 減 さ せ る こ と の で き る ゲ ー ト 駆 動 回 路
と 、 そ の リ ペ ア 方 法 及 び そ れ を 用 い る 液 晶 表 示 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 最 近 、 ゲ ー ト 駆 動 回 路 を 液 晶 パ ネ ル に 内 蔵 す る こ と に よ り 、 費 用 の 節 減 及 び 軽 薄 化 す る
こ と に 有 利 な Ｇ Ｉ Ｐ （ Ｇ ａ ｔ ｅ 　 Ｉ ｎ 　 Ｐ ａ ｎ ｅ ｌ ） 型 の 液 晶 表 示 装 置 に 対 す る 関 心 が 高
ま っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 １ を 参 照 す る と 、 従 来 の Ｇ Ｉ Ｐ 型 の 液 晶 表 示 装 置 は 、 複 数 の ゲ ー ト ラ イ ン Ｇ １ ～ Ｇ ｎ
と 複 数 の デ ー タ ラ イ ン Ｄ １ ～ Ｄ ｍ と が 交 差 し 、 そ の 交 差 部 に 形 成 さ れ て 液 晶 セ ル Ｃ ｌ ｃ を
駆 動 す る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ （ Ｔ Ｆ Ｔ ） 及 び ゲ ー ト ラ イ ン Ｇ １ ～ Ｇ ｎ に ス キ ャ ン パ ル ス を 順
次 供 給 す る ゲ ー ト 駆 動 回 路 ２ を 含 む 液 晶 パ ネ ル ３ と 、 液 晶 パ ネ ル ３ の デ ー タ ラ イ ン Ｄ １ ～
Ｄ ｍ に デ ー タ 電 圧 を 供 給 す る デ ー タ 駆 動 回 路 １ と を 備 え る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 液 晶 パ ネ ル ３ は 、 ２ 枚 の ア レ イ 基 板 の 間 に 液 晶 分 子 が 注 入 さ れ る 。 こ の 液 晶 パ ネ ル ３ の
下 部 ア レ イ 基 板 上 に は 、 ゲ ー ト ラ イ ン Ｇ １ ～ Ｇ ｎ と デ ー タ ラ イ ン Ｄ １ ～ Ｄ ｍ と が 相 互 交 差
す る よ う に 形 成 さ れ る 。 ゲ ー ト ラ イ ン Ｇ １ ～ Ｇ ｎ と デ ー タ ラ イ ン Ｄ １ ～ Ｄ ｍ と の 交 差 部 に
形 成 さ れ た Ｔ Ｆ Ｔ て は 、 ゲ ー ト ラ イ ン Ｇ １ ～ Ｇ ｎ か ら の ス キ ャ ン パ ル ス に 応 じ て 、 デ ー タ
ラ イ ン Ｄ １ ～ Ｄ ｍ を 経 由 し て 供 給 さ れ る デ ー タ 電 圧 を 液 晶 セ ル Ｃ ｌ ｃ に 供 給 す る 。 こ の た
め に 、 Ｔ Ｆ Ｔ の ゲ ー ト 電 極 は ゲ ー ト ラ イ ン Ｇ １ ～ Ｇ ｎ に 接 続 さ れ 、 ソ ー ス 電 極 は デ ー タ ラ
イ ン Ｄ １ ～ Ｄ ｍ に 接 続 さ れ 、 ド レ イ ン 電 極 は 液 晶 セ ル Ｃ ｌ ｃ の 画 素 電 極 に 接 続 さ れ る 。 ま
た 、 こ の 下 部 ア レ イ 基 板 上 に は 、 １ 水 平 周 期 毎 に ス タ ー ト 信 号 を 順 次 シ フ ト さ せ て ス キ ャ
ン パ ル ス を 発 生 す る ゲ ー ト 駆 動 回 路 か ら 構 成 さ れ 、 ゲ ー ト ラ イ ン Ｇ １ ～ Ｇ ｎ に ス キ ャ ン パ
ル ス を 順 次 供 給 す る ゲ ー ト 駆 動 回 路 ２ が 形 成 さ れ る 。 こ の ゲ ー ト 駆 動 回 路 ２ は 、 下 部 ア レ
イ 基 板 上 に 形 成 さ れ る 他 の 素 子 と 共 に 形 成 さ れ る 。 液 晶 パ ネ ル ３ の 上 部 ア レ イ 基 板 上 に は
、 未 図 示 で あ る が 、 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス 、 カ ラ ー フ ィ ル タ ー 及 び 共 通 電 極 が 形 成 さ れ る 。
そ し て 、 液 晶 パ ネ ル ３ の 上 部 ア レ イ 基 板 と 下 部 ア レ イ 基 板 上 に は 光 軸 が 直 交 す る 偏 光 板 が
付 け ら れ 、 液 晶 と 接 す る 内 側 面 上 に 、 液 晶 の フ リ ー チ ル ト 角 を 設 定 す る た め の 配 向 膜 が 形
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成 さ れ る 。 ま た 、 液 晶 パ ネ ル ３ の 液 晶 セ ル Ｃ ｌ ｃ の そ れ ぞ れ に は 、 ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ
Ｃ ｓ ｔ が 形 成 さ れ る 。 ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ Ｃ ｓ ｔ は 、 液 晶 セ ル Ｃ ｌ ｃ の 画 素 電 極 と 前 段
の ゲ ー ト ラ イ ン と の 間 に 形 成 さ れ る か 、 液 晶 セ ル Ｃ ｌ ｃ の 画 素 電 極 と 未 図 示 の 共 通 電 極 ラ
イ ン と の 間 に 形 成 さ れ 、 液 晶 セ ル Ｃ ｌ ｃ の 電 圧 を 一 定 に 維 持 さ せ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 デ ー タ 駆 動 回 路 １ は 、 ゲ ー ト 駆 動 回 路 、 ラ ッ チ 、 デ ィ ジ タ ル ・ ア ナ ロ グ 変 換 器 及 び 出 力
バ ッ フ ァ を そ れ ぞ れ 含 む 複 数 の デ ー タ ド ラ イ ブ 集 積 回 路 か ら 構 成 さ れ る 。 デ ー タ ド ラ イ ブ
集 積 回 路 は 、 Ｔ Ｃ Ｐ を 用 い て 液 晶 パ ネ ル ３ の 下 部 ア レ イ 基 板 上 に 付 け ら れ る か 、 チ ッ プ オ
ン ガ ラ ス （ Ｃ ｈ ｉ ｐ 　 Ｏ ｎ 　 Ｇ ｌ ａ ｓ ｓ ） 方 式 等 で 液 晶 パ ネ ル ３ の 下 部 ア レ イ 基 板 上 に 直
接 実 装 さ れ る 。 こ の デ ー タ 駆 動 回 路 １ は 、 デ ィ ジ タ ル ビ デ オ デ ー タ を ラ ッ チ し 、 そ の デ ィ
ジ タ ル ビ デ オ デ ー タ を ア ナ ロ グ ガ ン マ 補 償 電 圧 に 変 換 し て デ ー タ ラ イ ン Ｄ １ ～ Ｄ ｍ に 供 給
す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 図 ２ は 、 図 １ の ゲ ー ト 駆 動 回 路 ２ の 回 路 構 成 を 示 す 図 面 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 図 ２ を 参 照 す る と 、 ゲ ー ト 駆 動 回 路 ２ は 、 従 属 的 に 接 続 さ れ た ｎ 個 の ス テ ー ジ Ｓ １ ～ Ｓ
ｎ を 備 え る 。 第 １ な い し 第 ｎ ス テ ー ジ Ｓ １ ～ Ｓ ｎ の そ れ ぞ れ は 、 ス タ ー ト 入 力 端 子 Ｔ Ｉ １
～ Ｔ Ｉ ｎ に 接 続 さ れ た 入 力 配 線 Ｌ Ｉ １ ～ Ｌ Ｉ ｎ 及 び 出 力 端 子 Ｔ ０ １ ～ Ｔ ０ ｎ に 接 続 さ れ た
出 力 配 線 Ｌ ０ １ ～ Ｌ ０ ｎ を 含 み 、 入 力 配 線 Ｌ Ｉ １ ～ Ｌ Ｉ ｎ を 経 由 し て 入 力 を 受 け た ス タ ー
ト 信 号 を シ フ ト さ せ 、 出 力 配 線 Ｌ ０ １ ～ Ｌ ０ ｎ を 通 じ て 出 力 す る 。 こ の ゲ ー ト 駆 動 回 路 の
第 ２ な い し 第 ｎ ス テ ー ジ の 入 力 配 線 Ｌ Ｉ １ ～ Ｌ Ｉ ｎ の そ れ ぞ れ は 、 そ の 前 の ス テ ー ジ の 出
力 配 線 Ｌ ０ １ ～ Ｌ ０ ｎ － １ に 接 続 さ れ る 。 こ の よ う な ゲ ー ト 駆 動 回 路 に お い て 、 第 １ ス テ
ー ジ Ｓ １ に は 、 ス タ ー ト 信 号 と し て ス タ ー ト パ ル ス Ｖ ｓ ｔ が 入 力 さ れ 、 第 ２ な い し 第 ｎ ス
テ ー ジ Ｓ ２ ～ Ｓ ｎ に は 、 ス タ ー ト 信 号 と し て 、 そ の 前 段 の 出 力 信 号 が 入 力 さ れ る 。 ま た 、
各 ス テ ー ジ Ｓ １ ～ Ｓ ｎ は 同 一 な 回 路 構 成 を 有 し 、 ク ロ ッ ク 信 号 に 応 じ て 、 ス タ ー ト パ ル ス
Ｖ ｓ ｔ ま た は そ の 前 段 の 出 力 信 号 を シ フ ト さ せ る こ と に よ り 、 １ 水 平 期 間 の パ ル ス 幅 を 有
す る ス キ ャ ン パ ル ス を 発 生 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 と こ ろ で 、 こ の よ う な ゲ ー ト 駆 動 回 路 ２ に お い て 、 何 れ か １ つ の ス テ ー ジ に 異 物 質 、 パ
タ ー ン 異 常 等 の 原 因 に よ っ て 動 作 に 異 常 が 発 生 し た 場 合 、 即 ち 、 第 １ な い し 第 ｎ ゲ ー ト ラ
イ ン Ｇ １ ～ Ｇ ｎ の う ち 、 ｋ 番 目 の ゲ ー ト ラ イ ン に ス キ ャ ン パ ル ス を 供 給 す る ス テ ー ジ が 非
正 常 に 動 作 す る 場 合 、 図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 液 晶 パ ネ ル の 表 示 画 面 ５ 上 の ｋ 番 目 の 水
平 ラ イ ン ７ に 対 し て 駆 動 不 良 が 発 生 す る か 、 ま た は 、 図 ３ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 液 晶 パ ネ
ル の 表 示 画 面 ５ 上 の ｋ 番 目 の 水 平 ラ イ ン ７ 以 下 の 全 て の 領 域 に 対 し て 駆 動 不 良 が 発 生 し 得
る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の よ う に 、 ゲ ー ト 駆 動 回 路 ２ の 不 良 は 、 Ｇ Ｉ Ｐ 型 の 液 晶 表 示 装 置 に お い て は 、 ゲ ー ト
駆 動 回 路 ２ の み の 不 良 で は な く 、 液 晶 パ ネ ル ３ の 全 体 の 不 良 に 繋 が り 、 多 く の 費 用 の 損 失
が 発 生 さ れ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 従 っ て 、 本 発 明 の 目 的 は 、 不 良 率 を 低 減 さ せ る こ と の で き る ゲ ー ト 駆 動 回 路 と 、 そ の リ
ペ ア 方 法 及 び そ れ を 用 い る 液 晶 表 示 装 置 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 前 記 目 的 の 達 成 の た め 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る ゲ ー ト 駆 動 回 路 は 、 そ れ ぞ れ ス タ ー
ト 入 力 端 子 に 接 続 さ れ た 入 力 配 線 と 出 力 端 子 に 接 続 さ れ た 出 力 配 線 と を 含 み 、 前 記 入 力 配
線 を 経 由 し て 入 力 を 受 け た ス タ ー ト 信 号 を シ フ ト さ せ 、 前 記 出 力 配 線 を 通 じ て 出 力 す る 複
数 の ス テ ー ジ と 、 前 記 複 数 の ス テ ー ジ と 同 一 な 回 路 構 成 を 有 し 、 前 記 複 数 の ス テ ー ジ と 共
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に 同 一 な 基 板 上 に 形 成 さ れ る ダ ミ ー ス テ ー ジ と 、 前 記 複 数 の ス テ ー ジ の う ち ｋ 番 目 の ス テ
ー ジ の 出 力 配 線 と 前 記 ダ ミ ー ス テ ー ジ の 出 力 配 線 と を 接 続 で き る 第 １ ダ ミ ー 配 線 と 、 前 記
ｋ 番 目 の ス テ ー ジ の 入 力 配 線 と 前 記 ダ ミ ー ス テ ー ジ の 入 力 配 線 と を 接 続 で き る 第 ２ ダ ミ ー
配 線 と 、 前 記 ダ ミ ー ス テ ー ジ の 出 力 配 線 と 前 記 複 数 の ス テ ー ジ の う ち ｋ ＋ １ 番 目 の ス テ ー
ジ の 入 力 配 線 と を 接 続 で き る 第 ３ ダ ミ ー 配 線 と を 備 え 、 前 記 複 数 の ス テ ー ジ の 入 力 配 線 の
そ れ ぞ れ は 、 そ の 前 段 の ス テ ー ジ の 出 力 配 線 に 接 続 さ れ 、 前 記 複 数 の ス テ ー ジ 、 前 記 ダ ミ
ー ス テ ー ジ 及 び 前 記 第 １ 、 第 ２ 及 び 第 ３ ダ ミ ー 配 線 は 同 一 な 基 板 上 に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 前 記 ゲ ー ト 駆 動 回 路 に お い て 、 前 記 第 １ ダ ミ ー 配 線 は 、 少 な く と も 一 部 が 前 記 絶 縁 層 を
介 し て 前 記 ダ ミ ー ス テ ー ジ の 出 力 配 線 と 前 記 複 数 の ス テ ー ジ の そ れ ぞ れ の 出 力 配 線 と に 重
畳 さ れ 、 レ ー ザ 照 射 に よ り 、 前 記 ダ ミ ー ス テ ー ジ の 出 力 配 線 と 前 記 ｋ 番 目 の ス テ ー ジ の 出
力 配 線 と を 電 気 的 に 接 続 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 前 記 ゲ ー ト 駆 動 回 路 に お い て 、 前 記 ｋ 番 目 の ス テ ー ジ の 出 力 配 線 は 、 レ ー ザ 照 射 に よ り
、 前 記 ｋ ＋ １ 番 目 の ス テ ー ジ の 入 力 配 線 と の 交 差 点 と 、 前 記 ｋ 番 目 の ス テ ー ジ の 出 力 端 子
と の 間 が 断 線 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 前 記 ゲ ー ト 駆 動 回 路 に お い て 、 前 記 第 ２ ダ ミ ー 配 線 は 、 少 な く と も 一 部 が 前 記 絶 縁 層 を
介 し て 前 記 ダ ミ ー ス テ ー ジ の 入 力 配 線 と 前 記 複 数 の ス テ ー ジ の そ れ ぞ れ の 入 力 配 線 と に 重
畳 さ れ 、 レ ー ザ 照 射 に よ り 、 前 記 ダ ミ ー ス テ ー ジ の 入 力 配 線 と 前 記 ｋ 番 目 の ス テ ー ジ の 入
力 配 線 と を 電 気 的 に 接 続 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 前 記 ゲ ー ト 駆 動 回 路 に お い て 、 前 記 第 ３ ダ ミ ー 配 線 は 、 少 な く と も 一 部 が 前 記 絶 縁 層 を
介 し て 前 記 ダ ミ ー ス テ ー ジ の 出 力 配 線 と 前 記 複 数 の ス テ ー ジ の そ れ ぞ れ の 入 力 配 線 と に 重
畳 さ れ 、 レ ー ザ 照 射 に よ り 、 前 記 ダ ミ ー ス テ ー ジ の 出 力 配 線 と 前 記 ｋ ＋ １ 番 目 の ス テ ー ジ
の 入 力 配 線 と を 電 気 的 に 接 続 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 前 記 ゲ ー ト 駆 動 回 路 に お い て 、 前 記 ダ ミ ー ス テ ー ジ の 出 力 配 線 に 接 続 さ れ た 第 １ 配 線 と
、 前 記 ｋ ＋ １ 番 目 の ス テ ー ジ の 入 力 配 線 に 接 続 さ れ た 第 ２ 配 線 と を 更 に 備 え 、 前 記 第 ３ ダ
ミ ー 配 線 は 、 少 な く と も 一 部 が 前 記 絶 縁 層 を 介 し て 前 記 第 １ 配 線 及 び 前 記 第 ２ 配 線 と 重 畳
さ れ 、 レ ー ザ 照 射 に よ り 、 前 記 第 １ 配 線 及 び 前 記 第 ２ 配 線 に 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 に お け る 液 晶 表 示 パ ネ ル は 、 相 互 交 差 す る 複 数 の ゲ ー ト ラ イ ン 及 び 複 数 の デ ー タ
ラ イ ン と 、 前 記 ゲ ー ト ラ イ ン と デ ー タ ラ イ ン の 交 差 部 に 形 成 さ れ た 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ と 、
そ れ ぞ れ ス タ ー ト 入 力 端 子 に 接 続 さ れ た 入 力 配 線 と 出 力 端 子 に 接 続 さ れ た 出 力 配 線 と を 含
み 、 前 記 入 力 配 線 を 経 由 し て 入 力 を 受 け た ス タ ー ト 信 号 を シ フ ト さ せ 、 前 記 出 力 配 線 を 通
じ て 出 力 す る 複 数 の ス テ ー ジ と 、 前 記 複 数 の ス テ ー ジ と 同 一 な 回 路 構 成 を 有 し 、 前 記 複 数
の ス テ ー ジ と 共 に 同 一 な 基 板 上 に 形 成 さ れ る ダ ミ ー ス テ ー ジ と 、 前 記 複 数 の ス テ ー ジ の う
ち ｋ 番 目 の ス テ ー ジ の 出 力 配 線 と 前 記 ダ ミ ー ス テ ー ジ の 出 力 配 線 と を 接 続 で き る 第 １ ダ ミ
ー 配 線 と 、 前 記 ｋ 番 目 の ス テ ー ジ の 入 力 配 線 と 前 記 ダ ミ ー ス テ ー ジ の 入 力 配 線 と を 接 続 で
き る 第 ２ ダ ミ ー 配 線 と 、 前 記 ダ ミ ー ス テ ー ジ の 出 力 配 線 と 前 記 複 数 の ス テ ー ジ の う ち ｋ ＋
１ 番 目 の ス テ ー ジ の 入 力 配 線 と を 接 続 で き る 第 ３ ダ ミ ー 配 線 と を 含 み 、 前 記 複 数 の ス テ ー
ジ の 入 力 配 線 の そ れ ぞ れ は そ の 前 の ス テ ー ジ の 出 力 配 線 に 接 続 さ れ 、 前 記 ゲ ー ト ラ イ ン に
ス キ ャ ン パ ル ス を 供 給 す る ゲ ー ト 駆 動 回 路 と 、 前 記 デ ー タ ラ イ ン に デ ー タ 電 圧 を 供 給 す る
デ ー タ 駆 動 回 路 と を 備 え 、 前 記 ゲ ー ト 駆 動 回 路 は 、 前 記 複 数 の ス テ ー ジ 、 前 記 ダ ミ ー ス テ
ー ジ 及 び 前 記 ダ ミ ー 配 線 が 同 一 な 基 板 上 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 前 記 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 前 記 第 １ ダ ミ ー 配 線 は 、 少 な く と も 一 部 が 前 記 絶 縁 層 を 介
し て 前 記 ダ ミ ー ス テ ー ジ の 出 力 配 線 と 前 記 複 数 の ス テ ー ジ の そ れ ぞ れ の 出 力 配 線 と に 重 畳
さ れ 、 レ ー ザ 照 射 に よ り 、 前 記 ダ ミ ー ス テ ー ジ の 出 力 配 線 と 前 記 ｋ 番 目 の ス テ ー ジ の 出 力
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配 線 と を 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 前 記 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 前 記 ｋ 番 目 の ス テ ー ジ の 出 力 配 線 は 、 レ ー ザ 照 射 に よ り 、
前 記 ｋ ＋ １ 番 目 の ス テ ー ジ の 入 力 配 線 と の 交 差 点 と 、 前 記 ｋ 番 目 の ス テ ー ジ の 出 力 端 子 と
の 間 が 断 線 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 前 記 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 前 記 第 ２ ダ ミ ー 配 線 は 、 少 な く と も 一 部 が 前 記 絶 縁 層 を 介
し て 前 記 ダ ミ ー ス テ ー ジ の 入 力 配 線 と 前 記 複 数 の ス テ ー ジ の そ れ ぞ れ の 入 力 配 線 と に 重 畳
さ れ 、 レ ー ザ 照 射 に よ り 、 前 記 ダ ミ ー ス テ ー ジ の 入 力 配 線 と 前 記 ｋ 番 目 の ス テ ー ジ の 入 力
配 線 と を 電 気 的 に 接 続 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 前 記 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 前 記 第 ３ ダ ミ ー 配 線 は 、 少 な く と も 一 部 が 前 記 絶 縁 層 を 介
し て 前 記 ダ ミ ー ス テ ー ジ の 出 力 配 線 と 前 記 複 数 の ス テ ー ジ の そ れ ぞ れ の 入 力 配 線 と に 重 畳
さ れ 、 レ ー ザ 照 射 に よ り 、 前 記 ダ ミ ー ス テ ー ジ の 出 力 配 線 と 前 記 ｋ ＋ １ 番 目 の ス テ ー ジ の
入 力 配 線 と を 電 気 的 に 接 続 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 の ゲ ー ト 駆 動 回 路 の リ ペ ア 方 法 は 、 そ れ ぞ れ ス タ ー ト 入 力 端 子 に 接 続 さ れ た 入 力
配 線 及 び 出 力 端 子 に 接 続 さ れ た 出 力 配 線 を 含 み 、 前 記 入 力 配 線 を 経 由 し て 入 力 を 受 け た ス
タ ー ト 信 号 を シ フ ト さ せ 、 前 記 出 力 配 線 を 通 じ て 出 力 す る 複 数 の ス テ ー ジ と 、 前 記 複 数 の
ス テ ー ジ と 同 一 な 回 路 構 成 を 有 し 、 前 記 複 数 の ス テ ー ジ と 共 に 同 一 な 基 板 上 に 形 成 さ れ る
ダ ミ ー ス テ ー ジ と 、 前 記 複 数 の ス テ ー ジ の う ち 、 ｋ 番 目 の ス テ ー ジ の 出 力 配 線 及 び 前 記 ダ
ミ ー ス テ ー ジ の 出 力 配 線 と 接 続 で き る 第 １ ダ ミ ー 配 線 と 、 前 記 ｋ 番 目 の ス テ ー ジ の 入 力 配
線 及 び 前 記 ダ ミ ー ス テ ー ジ の 入 力 配 線 と 接 続 で き る 第 ２ ダ ミ ー 配 線 と 、 前 記 ダ ミ ー ス テ ー
ジ の 出 力 配 線 及 び 前 記 複 数 の ス テ ー ジ の う ち 、 ｋ ＋ １ 番 目 の ス テ ー ジ の 入 力 配 線 と 接 続 で
き る 第 ３ ダ ミ ー 配 線 と を 備 え 、 前 記 複 数 の ス テ ー ジ の 入 力 配 線 の そ れ ぞ れ は そ の 前 の ス テ
ー ジ の 出 力 配 線 に 接 続 さ れ 、 前 記 複 数 の ス テ ー ジ 、 前 記 ダ ミ ー ス テ ー ジ 及 び 前 記 ダ ミ ー 配
線 は 同 一 な 基 板 上 に 形 成 さ れ る ゲ ー ト 駆 動 回 路 に お い て 、 前 記 ダ ミ ー ス テ ー ジ の 出 力 配 線
と 前 記 第 １ ダ ミ ー 配 線 を 電 気 的 に 接 続 さ せ る 段 階 と ； 前 記 第 １ ダ ミ ー 配 線 と 前 記 複 数 の ス
テ ー ジ の う ち 、 ｋ 番 目 の ス テ ー ジ の 出 力 配 線 を 電 気 的 に 接 続 さ せ る 段 階 と ； 前 記 ダ ミ ー ス
テ ー ジ の 入 力 配 線 と 前 記 第 ２ ダ ミ ー 配 線 を 電 気 的 に 接 続 さ せ る 段 階 と ； 前 記 第 ２ ダ ミ ー 配
線 と 前 記 複 数 の ス テ ー ジ の う ち 、 ｋ 番 目 の ス テ ー ジ の 入 力 配 線 を 電 気 的 に 接 続 さ せ る 段 階
と ； 前 記 ダ ミ ー ス テ ー ジ の 出 力 端 子 と 前 記 第 ３ ダ ミ ー 配 線 を 電 気 的 に 接 続 さ せ る 段 階 と ；
前 記 第 ３ ダ ミ ー 配 線 と 前 記 複 数 の ス テ ー ジ の う ち 、 ｋ ＋ １ 番 目 の ス テ ー ジ の 入 力 配 線 を 電
気 的 に 接 続 さ せ る 段 階 と を 含 む 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 前 述 の よ う に 、 本 発 明 に お け る ゲ ー ト 駆 動 回 路 と 、 そ の リ ペ ア 方 法 及 び そ れ を 用 い る 液
晶 表 示 装 置 は 、 液 晶 パ ネ ル 上 に 形 成 さ れ る ゲ ー ト 駆 動 回 路 に 含 ま れ た 複 数 の ス テ ー ジ の う
ち 、 非 正 常 に 動 作 す る ス テ ー ジ が 発 生 す る 場 合 、 こ の 非 正 常 に 動 作 す る ス テ ー ジ と 代 替 で
き る ダ ミ ー ス テ ー ジ を 備 え て ゲ ー ト 駆 動 回 路 を リ ペ ア す る こ と に よ り 、 ゲ ー ト 駆 動 回 路 の
不 良 率 を 低 減 さ せ る こ と が 可 能 に な る た め 、 費 用 が 節 減 さ れ る と い う 効 果 を 得 る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 以 下 、 図 ４ な い し 図 ７ を 参 照 し て 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ４ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に お け る 液 晶 表 示 装 置 は 、 複 数 の ゲ ー ト ラ イ ン
Ｇ １ ～ Ｇ ｎ と 複 数 の デ ー タ ラ イ ン Ｄ １ ～ Ｄ ｍ と が 交 差 し 、 そ の 交 差 部 に 形 成 さ れ て 液 晶 セ
ル Ｃ ｌ ｃ を 駆 動 す る Ｔ Ｆ Ｔ 及 び ゲ ー ト ラ イ ン Ｇ １ ～ Ｇ ｎ に ス キ ャ ン パ ル ス を 順 次 供 給 す る
ゲ ー ト 駆 動 回 路 １ ２ を 含 む 液 晶 パ ネ ル １ ３ と 、 液 晶 パ ネ ル １ ３ の デ ー タ ラ イ ン Ｄ １ ～ Ｄ ｍ
に デ ー タ 電 圧 を 供 給 す る デ ー タ 駆 動 回 路 １ １ と を 備 え る 。
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【 ０ ０ ２ ６ 】
　 液 晶 パ ネ ル １ ３ は 、 ２ 枚 の ア レ イ 基 板 の 間 に 液 晶 分 子 が 注 入 さ れ て い る 。 こ の 液 晶 パ ネ
ル １ ３ の 下 部 ア レ イ 基 板 上 に は 、 ゲ ー ト ラ イ ン Ｇ １ ～ Ｇ ｎ と デ ー タ ラ イ ン Ｄ １ ～ Ｄ ｍ と が
相 互 交 差 す る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 ゲ ー ト ラ イ ン Ｇ １ ～ Ｇ ｎ と デ ー タ ラ イ ン Ｄ １ ～ Ｄ ｍ
と の 交 差 部 に 形 成 さ れ た Ｔ Ｆ Ｔ は 、 ゲ ー ト ラ イ ン Ｇ １ ～ Ｇ ｎ か ら の ス キ ャ ン パ ル ス に 応 じ
て 、 デ ー タ ラ イ ン Ｄ １ ～ Ｄ ｍ を 経 由 し て 供 給 さ れ る デ ー タ 電 圧 を 液 晶 セ ル Ｃ ｌ ｃ に 供 給 す
る 。 こ の た め に 、 Ｔ Ｆ Ｔ の ゲ ー ト 電 極 は ゲ ー ト ラ イ ン Ｇ １ ～ Ｇ ｎ に 接 続 さ れ 、 ソ ー ス 電 極
は デ ー タ ラ イ ン Ｄ １ ～ Ｄ ｍ に 接 続 さ れ 、 ド レ イ ン 電 極 は 液 晶 セ ル Ｃ ｌ ｃ の 画 素 電 極 に 接 続
さ れ る 。 ま た 、 こ の 下 部 ア レ イ 基 板 上 に は 、 １ 水 平 周 期 毎 に ス タ ー ト 信 号 を 順 次 シ フ ト さ
せ て ス キ ャ ン パ ル ス を 発 生 し 、 こ の ス キ ャ ン パ ル ス を ゲ ー ト ラ イ ン Ｇ １ ～ Ｇ ｎ に 順 次 供 給
す る ゲ ー ト 駆 動 回 路 １ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の ゲ ー ト 駆 動 回 路 １ ２ は 、 下 部 ア レ イ 基 板
上 に 形 成 さ れ て い る 他 の 素 子 と 共 に 形 成 さ れ て い る 。 液 晶 パ ネ ル １ ３ の 上 部 ア レ イ 基 板 上
に は 、 未 図 示 で あ る が 、 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス 、 カ ラ ー フ ィ ル タ ー 及 び 共 通 電 極 が 形 成 さ れ
て い る 。 そ し て 、 液 晶 パ ネ ル １ ３ の 上 部 ア レ イ 基 板 と 下 部 ア レ イ 基 板 と の 上 に は 光 軸 が 直
交 す る 偏 光 板 が 付 け ら れ 、 液 晶 と 接 す る 内 側 面 上 に 、 液 晶 の フ リ ー チ ル ト 角 を 設 定 す る た
め の 配 向 膜 が 形 成 さ れ る 。 ま た 、 液 晶 パ ネ ル １ ３ の 液 晶 セ ル Ｃ ｌ ｃ の そ れ ぞ れ に は 、 ス ト
レ ー ジ キ ャ パ シ タ Ｃ ｓ ｔ が 形 成 さ れ る 。 ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ Ｃ ｓ ｔ は 、 液 晶 セ ル Ｃ ｌ ｃ
の 画 素 電 極 と 前 段 の ゲ ー ト ラ イ ン と の 間 に 形 成 さ れ る か 、 液 晶 セ ル Ｃ ｌ ｃ の 画 素 電 極 と 未
図 示 の 共 通 電 極 ラ イ ン と の 間 に 形 成 さ れ 、 液 晶 セ ル Ｃ ｌ ｃ の 電 圧 を 一 定 に 維 持 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 デ ー タ 駆 動 回 路 １ １ は 、 ゲ ー ト 駆 動 回 路 、 ラ ッ チ 、 デ ィ ジ タ ル ・ ア ナ ロ グ 変 換 器 及 び 出
力 バ ッ フ ァ を そ れ ぞ れ 含 む 複 数 の デ ー タ ド ラ イ ブ 集 積 回 路 か ら 構 成 さ れ る 。 デ ー タ ド ラ イ
ブ 集 積 回 路 は 、 Ｔ Ｃ Ｐ を 用 い て 液 晶 パ ネ ル １ ３ の 下 部 ア レ イ 基 板 上 に 付 け ら れ る か 、 チ ッ
プ オ ン ガ ラ ス 方 式 等 で 液 晶 パ ネ ル １ ３ の 下 部 ア レ イ 基 板 上 に 直 接 実 装 さ れ る 。 こ の デ ー タ
駆 動 回 路 １ １ は 、 デ ィ ジ タ ル ビ デ オ デ ー タ を ラ ッ チ し 、 そ の デ ィ ジ タ ル ビ デ オ デ ー タ を ア
ナ ロ グ ガ ン マ 補 償 電 圧 に 変 換 し て デ ー タ ラ イ ン Ｄ １ ～ Ｄ ｍ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ５ は 、 図 ４ の ゲ ー ト 駆 動 回 路 １ ２ の 回 路 構 成 を 示 す 図 面 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ５ を 参 照 す る と 、 本 発 明 に お け る ゲ ー ト 駆 動 回 路 １ ２ は 、 そ れ ぞ れ ス タ ー ト 入 力 端 子
Ｔ Ｉ １ ～ Ｔ Ｉ ｎ に 接 続 さ れ た 入 力 配 線 Ｌ Ｉ １ ～ Ｌ Ｉ ｎ 及 び 出 力 端 子 Ｔ ０ １ ～ Ｔ ０ ｎ に 接 続
さ れ た 出 力 配 線 Ｌ ０ １ ～ Ｌ ０ ｎ を 含 み 、 入 力 配 線 Ｌ Ｉ １ ～ Ｌ Ｉ ｎ を 経 由 し て 入 力 を 受 け た
ス タ ー ト 信 号 を シ フ ト さ せ 、 出 力 配 線 Ｌ ０ １ ～ Ｌ ０ ｎ を 通 じ て 出 力 す る 第 １ な い し 第 ｎ ス
テ ー ジ Ｓ １ ～ Ｓ ｎ と 、 第 １ な い し 第 ｎ ス テ ー ジ Ｓ １ ～ Ｓ ｎ と 同 一 な 回 路 構 成 を 有 し 、 第 １
な い し 第 ｎ ス テ ー ジ Ｓ １ ～ Ｓ ｎ と 共 に 同 一 な 基 板 上 に 形 成 さ れ る ダ ミ ー ス テ ー ジ Ｓ Ｄ と 、
第 １ な い し 第 ｎ ス テ ー ジ Ｓ １ ～ Ｓ ｎ の う ち 、 ｋ 番 目 の ス テ ー ジ の 入 力 配 線 Ｌ Ｉ ｋ 及 び ダ ミ
ー ス テ ー ジ の 出 力 配 線 Ｌ ０ と 接 続 で き る 第 １ ダ ミ ー 配 線 Ｌ １ と 、 ｋ 番 目 の ス テ ー ジ の 入 力
配 線 及 び ダ ミ ー ス テ ー ジ Ｓ Ｄ の 入 力 配 線 LIと 接 続 で き る 第 ２ ダ ミ ー 配 線 Ｌ ２ と 、 ダ ミ ー ス
テ ー ジ Ｓ Ｄ の 出 力 配 線 LO及 び 第 １ な い し 第 ｎ ス テ ー ジ Ｓ １ ～ Ｓ ｎ の う ち 、 ｋ ＋ １ 番 目 の ス
テ ー ジ の 入 力 配 線 と 接 続 で き る 第 ３ ダ ミ ー 配 線 L3と を 備 え 、 第 ２ な い し 第 ｎ ス テ ー ジ Ｓ ２
～ Ｓ ｎ の 入 力 配 線 Ｌ Ｉ ２ ～ Ｌ Ｉ ｎ の そ れ ぞ れ は 、 以 前 の ス テ ー ジ の 出 力 配 線 Ｌ ０ １ ～ Ｌ ０
ｎ － １ に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 第 １ な い し 第 ｎ ス テ ー ジ Ｓ １ ～ Ｓ ｎ の そ れ ぞ れ の レ ジ ス タ は 、 そ れ ぞ れ ス タ ー ト 入 力 端
子 Ｔ Ｉ １ ～ Ｔ Ｉ ｎ に 接 続 さ れ た 入 力 配 線 Ｌ Ｉ １ ～ Ｌ Ｉ ｎ 及 び 出 力 端 子 Ｔ ０ １ ～ Ｔ ０ ｎ に 接
続 さ れ た 出 力 配 線 Ｌ ０ １ ～ Ｌ ０ ｎ を 含 み 、 入 力 配 線 Ｌ Ｉ １ ～ Ｌ Ｉ ｎ を 経 由 し て 入 力 を 受 け
た ス タ ー ト 信 号 を ク ロ ッ ク 信 号 Ｃ Ｌ Ｋ に 合 わ せ て シ フ ト さ せ 、 出 力 配 線 Ｌ ０ １ ～ Ｌ ０ ｎ を
通 じ て 出 力 す る 。 第 １ ス テ ー ジ Ｓ １ の 入 力 配 線 Ｌ Ｉ １ に は 、 ス タ ー ト 信 号 と し て ス タ ー ト
パ ル ス Ｖ ｓ ｔ が 入 力 さ れ 、 以 前 の ス テ ー ジ の 出 力 配 線 に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ た 第 ２ な い し 第
ｎ ス テ ー ジ Ｓ ２ ～ Ｓ ｎ の 入 力 配 線 Ｌ Ｉ ２ ～ Ｌ Ｉ ｎ に は 、 ス タ ー ト 信 号 と し て 以 前 の ス テ ー
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ジ の 出 力 信 号 が 入 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ダ ミ ー ス テ ー ジ Ｓ Ｄ は 、 第 １ な い し 第 ｎ ス テ ー ジ Ｓ １ ～ Ｓ ｎ と 同 一 な 回 路 構 成 を 有 す る
。 即 ち 、 ダ ミ ー ス テ ー ジ Ｓ Ｄ も 、 ス タ ー ト 入 力 端 子 Ｔ Ｉ に 接 続 さ れ た 入 力 配 線 Ｌ Ｉ 及 び 出
力 端 子 Ｔ ０ に 接 続 さ れ た 出 力 配 線 Ｌ ０ を 含 み 、 入 力 配 線 Ｌ Ｉ を 経 由 し て ス タ ー ト 信 号 が 入
力 さ れ る と 、 こ の ス タ ー ト 信 号 を ク ロ ッ ク 信 号 Ｃ Ｌ Ｋ に 合 わ せ て シ フ ト さ せ 、 出 力 配 線 Ｌ
０ を 通 じ て 出 力 す る 。 こ の ダ ミ ー ス テ ー ジ Ｓ Ｄ は 、 第 １ な い し 第 ｎ ス テ ー ジ Ｓ １ ～ Ｓ ｎ と
共 に 同 一 な 基 板 上 に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 第 １ ダ ミ ー 配 線 Ｌ １ は 、 少 な く と も 一 部 が 絶 縁 層 を 介 し て 、 ダ ミ ー ス テ ー ジ Ｓ Ｄ の 出 力
配 線 Ｌ ０ 及 び 第 １ な い し 第 ｎ ス テ ー ジ Ｓ １ ～ Ｓ ｎ の 出 力 配 線 Ｌ ０ １ ～ Ｌ ０ ｎ と 重 畳 さ れ 、
レ ー ザ 照 射 に よ り 、 ダ ミ ー ス テ ー ジ Ｓ Ｄ の 出 力 配 線 Ｌ ０ 及 び 第 １ な い し 第 ｎ ス テ ー ジ Ｓ １
～ Ｓ ｎ の う ち ｋ 番 目 の ス テ ー ジ の 出 力 配 線 Ｌ ０ ｋ と 電 気 的 に 接 続 で き る よ う に 形 成 さ れ る
。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 第 ２ ダ ミ ー 配 線 Ｌ ２ は 、 少 な く と も 一 部 が 絶 縁 層 を 介 し て 、 ダ ミ ー ス テ ー ジ Ｓ Ｄ の 入 力
配 線 Ｌ Ｉ 及 び 第 １ な い し 第 ｎ ス テ ー ジ Ｓ １ ～ Ｓ ｎ の 入 力 配 線 Ｌ Ｉ １ ～ Ｌ Ｉ ｎ と 重 畳 さ れ 、
レ ー ザ 照 射 に よ り 、 ダ ミ ー ス テ ー ジ Ｓ Ｄ の 入 力 配 線 Ｌ Ｉ 及 び 第 １ な い し 第 ｎ ス テ ー ジ Ｓ １
～ Ｓ ｎ の う ち ｋ 番 目 の ス テ ー ジ の 入 力 配 線 Ｌ Ｉ ｋ と 電 気 的 に 接 続 で き る よ う に 形 成 さ れ る
。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 第 ３ ダ ミ ー 配 線 Ｌ ３ は 、 少 な く と も 一 部 が 絶 縁 層 を 介 し て 、 ダ ミ ー ス テ ー ジ Ｓ Ｄ の 出 力
配 線 Ｌ ０ 及 び 第 １ な い し 第 ｎ ス テ ー ジ Ｓ １ ～ Ｓ ｎ の 入 力 配 線 Ｌ Ｉ １ ～ Ｌ Ｉ ｎ と 重 畳 さ れ 、
レ ー ザ 照 射 に よ り 、 ダ ミ ー ス テ ー ジ Ｓ Ｄ の 出 力 配 線 Ｌ ０ 及 び 第 １ な い し 第 ｎ ス テ ー ジ Ｓ １
～ Ｓ ｎ の う ち ｋ ＋ １ 番 目 の ス テ ー ジ の 入 力 配 線 Ｌ Ｉ ｋ ＋ １ と 電 気 的 に 接 続 で き る よ う に 形
成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の よ う な 第 １ な い し 第 ｎ ス テ ー ジ Ｓ １ ～ Ｓ ｎ 、 ダ ミ ー ス テ ー ジ Ｓ Ｄ 及 び 第 １ な い し 第
３ ダ ミ ー 配 線 Ｌ １ ～ Ｌ ３ は 、 同 一 な 基 板 上 に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 以 下 、 図 ６ を 参 照 し て 、 ゲ ー ト 駆 動 回 路 １ ２ の ダ ミ ー ス テ ー ジ Ｓ Ｄ を 用 い る リ ペ ア 方 法
を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 例 え ば 、 第 ２ ス テ ー ジ が 非 正 常 に 動 作 す る 場 合 、 ダ ミ ー ス テ ー ジ Ｓ Ｄ の 出 力 ラ イ ン Ｌ ０
と 第 １ ダ ミ ー ラ イ ン Ｌ １ と の 重 畳 部 Ｐ １ に レ ー ザ を 照 射 し て 、 ダ ミ ー ス テ ー ジ Ｓ Ｄ の 出 力
ラ イ ン Ｌ ０ と 第 １ ダ ミ ー ラ イ ン Ｌ １ と を 電 気 的 に 接 続 さ せ 、 第 ２ ス テ ー ジ Ｓ ２ の 出 力 ラ イ
ン Ｌ ０ ２ と 第 １ ダ ミ ー ラ イ ン Ｌ １ と の 重 畳 部 Ｐ ２ に レ ー ザ を 照 射 し て 、 第 ２ ス テ ー ジ Ｓ ２
の 出 力 ラ イ ン Ｌ ０ ２ と 第 １ ダ ミ ー ラ イ ン Ｌ １ と を 電 気 的 に 接 続 さ せ る 。 即 ち 、 ダ ミ ー ス テ
ー ジ Ｓ Ｄ の 出 力 ラ イ ン Ｌ ０ と 第 ２ ス テ ー ジ Ｓ ２ の 出 力 ラ イ ン Ｌ ０ ２ と を 、 第 １ ダ ミ ー ラ イ
ン Ｌ １ を 経 由 し て 電 気 的 に 接 続 さ せ る 。 そ し て 、 ダ ミ ー ス テ ー ジ Ｓ Ｄ の 入 力 ラ イ ン LIと 第
２ ダ ミ ー ラ イ ン Ｌ ２ と の 重 畳 部 Ｐ ３ に レ ー ザ を 照 射 し て 、 ダ ミ ー ス テ ー ジ Ｓ Ｄ の 入 力 ラ イ
ン LIと 第 ２ ダ ミ ー ラ イ ン Ｌ ２ と を 電 気 的 に 接 続 さ せ 、 第 ２ ス テ ー ジ Ｓ ２ の 入 力 ラ イ ン LI２
と 第 ２ ダ ミ ー ラ イ ン Ｌ ２ と の 重 畳 部 Ｐ ４ に レ ー ザ を 照 射 し て 、 第 ２ ス テ ー ジ Ｓ ２ の 入 力 ラ
イ ン LI２ と 第 ２ ダ ミ ー ラ イ ン Ｌ ２ と を 電 気 的 に 接 続 さ せ る 。 即 ち 、 ダ ミ ー ス テ ー ジ Ｓ Ｄ の
入 力 ラ イ ン Ｌ Ｉ と 第 ２ ス テ ー ジ Ｓ ２ の 入 力 ラ イ ン Ｌ Ｉ ２ と を 、 第 ２ ダ ミ ー ラ イ ン Ｌ ２ を 経
由 し て 電 気 的 に 接 続 さ せ る 。 そ し て 、 ダ ミ ー ス テ ー ジ Ｓ Ｄ の 出 力 ラ イ ン Ｌ ０ と 第 ３ ダ ミ ー
ラ イ ン Ｌ ３ と の 重 畳 部 Ｐ ６ に レ ー ザ を 照 射 し て 、 ダ ミ ー ス テ ー ジ Ｓ Ｄ の 出 力 ラ イ ン Ｌ ０ と
第 ３ ダ ミ ー ラ イ ン Ｌ ３ と を 電 気 的 に 接 続 さ せ 、 第 ３ ス テ ー ジ Ｓ ３ の 入 力 ラ イ ン Ｌ Ｉ ３ と 第
３ ダ ミ ー ラ イ ン Ｌ ３ と の 重 畳 部 Ｐ ７ に レ ー ザ を 照 射 し て 、 第 ３ ス テ ー ジ Ｓ ３ の 入 力 ラ イ ン
Ｌ Ｉ ３ と 第 ３ ダ ミ ー ラ イ ン Ｌ ３ と を 電 気 的 に 接 続 さ せ る 。 即 ち 、 ダ ミ ー ス テ ー ジ Ｓ Ｄ の 出
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力 ラ イ ン Ｌ ０ と 第 ３ ス テ ー ジ Ｓ ３ の 入 力 ラ イ ン Ｌ Ｉ ３ と を 、 第 ３ ダ ミ ー ラ イ ン Ｌ ３ を 経 由
し て 電 気 的 に 接 続 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 第 ２ ス テ ー ジ Ｓ ２ か ら 不 要 な 出 力 が 発 生 す る こ と を 防 ぐ た め に 、 第 ３ ス テ ー ジ Ｓ
３ の 入 力 ラ イ ン Ｌ Ｉ ３ と 第 ２ ス テ ー ジ の 出 力 ラ イ ン Ｌ ０ ２ と の 交 差 点 Ｎ ２ と 、 第 ２ ス テ ー
ジ Ｓ ２ の 出 力 端 子 Ｔ ０ ２ と の 間 の 支 点 Ｐ ５ に レ ー ザ を 照 射 し て 断 線 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 尚 、 こ の ゲ ー ト 駆 動 回 路 １ ２ は 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 前 述 の ゲ ー ト 駆 動 回 路 １ ２ の 回 路
構 成 及 び そ の リ ペ ア 方 法 か ら 、 第 ３ ダ ミ ー ラ イ ン Ｌ ３ を 省 略 し た 回 路 構 成 及 び そ の リ ペ ア
方 法 も 可 能 で あ る 。 　
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
【 図 １ 】 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 を 示 す 図 面 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の ゲ ー ト 駆 動 回 路 の 回 路 構 成 を 示 す 図 面 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の 液 晶 パ ネ ル の 表 示 画 面 上 の 駆 動 不 良 を 示 す 図 面 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に お け る 液 晶 表 示 装 置 を 示 す 図 面 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ の ゲ ー ト 駆 動 回 路 の 回 路 構 成 を 示 す 図 面 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ５ の ゲ ー ト 駆 動 回 路 の リ ペ ア 方 法 を 示 す 図 面 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ５ の ゲ ー ト 駆 動 回 路 の 他 の 回 路 構 成 を 示 す 図 面 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
１ 、 １ １ ： デ ー タ 駆 動 回 路 　 　 　 　 　 　
２ 、 １ ２ ： ゲ ー ト 駆 動 回 路
３ 、 １ ３ ： 液 晶 表 示 パ ネ ル 　 　 　 　 　 　
Ｇ １ 、 Ｇ ２ 、 … 、 Ｇ ｎ ： ゲ ー ト ラ イ ン
Ｄ １ 、 Ｄ ２ 、 … 、 Ｄ ｍ ： デ ー タ ラ イ ン 　
Ｓ １ 、 Ｓ ２ 、 … 、 Ｓ ｎ ： ス テ ー ジ
Ｔ Ｉ １ ～  Ｔ Ｉ ｎ ： ス タ ー ト 入 力 端 子  　
Ｔ ０ １ ～  Ｔ ０ ｎ ： 出 力 端 子
Ｌ Ｉ １ ～  Ｌ Ｉ ｎ ： 入 力 配 線 　  　 　 　 　
Ｌ ０ １ ～  Ｌ ０ ｎ ： 出 力 配 線
Ｌ １ ～  Ｌ ３ ： ダ ミ ー 配 線
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

(11) JP 2007-140512 A 2007.6.7



【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ３ 】
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虚拟布线，能够连接虚设级的输出布线和第（k + 1）级的输入布线。多
个级的输入布线分别连接到前级的输出布线，并且多个级，虚设级和虚
设布线形成在一个基板上。 Ž
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